
行　　政　　評　　価　　表
電話番号
（内線）

基本目標 年度 H28 H29 H30 H31 H32

基本方針 予算額
（千円）

84,255

施策名 決算額
（千円）

80,844

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

平 成 ２ ８ 年 度　　　　

所属部 教育推進部 所属課 文化振興課 正職員数

※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　　含まれておりません。

13人
その他
職員数

8人
０５５－９８３－２６７２

（内線６３８５）

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち

６　学びと文化を育むまち

４０　郷土資源の継承と文化財の保全<郷土資源・文化財>

H31 H32

Ⅲ-６-４０-（３）文化財の環境整備と活用
所管する施策の

方向一覧

Ⅲ-６-４０-（１）郷土資源の保護・継承
※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

Ⅲ-６-４０-（２）文化財の保護・保存及び活用 ※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

指定文化財の件数
（国指定文化財）＋（県指定
文化財）＋（市指定文化財）

85件 86件 86件 86件 86件

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28 H29 H30

86件

順調

郷土資料館入館者数
郷土資料館の年間の入館
者数

59,600人 59,700人 59,800人 59,900人 60,000人

69,798人

順調

3,480人

順調

2,600人 2,600人 2,700人 2,700人
教育普及事業への参加者
数

郷土教室、講演会、社会科見
学などの郷土資料館での教育
普及事業への参加者数

2,800人



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

有形文化財・無形民俗文化財等の管理を適正に実施し、指定文化財に対する支援を継続する中で、今後の支援について新たな基準を協議する方
向性である。

施策の方向 Ⅲ-６-４０-（１）郷土資源の保護・継承

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

これからも有形文化財・無形民俗文化財の管理を適正に実施し、指定文化財に対する支援を継続するとともに、引き続き文化財の保護・保存・活用
に努めていきたい。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

・三島市の歴史的財産である有形文化財・無形民俗文化財の保護・保存・活用に尽力し、業務内容を計画通り達成した。文化財保護審議委員会の
開催回数は議題となる案件が少なかったため、1回の開催となったが、市指定文化財候補の調査は継続して行っている。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

・これからも有形文化財・無形民俗文化財の管理を適正に実施し、指定文化財に対する支援を継続するとともに、引き続き文化財の保護・保存・活
用に努めていきたい。



5 業務計画

No.

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 1回

達成状況 未達成

目標 1団体 1団体 1団体 1団体 1団体

実績 1団体

達成状況 達成

目標 146千円 146千円 146千円 146千円 146千円

実績 146千円

達成状況 達成

目標 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 1団体

達成状況 達成

目標 1,161千円 適正処理 適正処理 適正処理 適正処理

実績 1,161千円

達成状況 達成

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績

年度 H28 H29 H30 H31 H32

行政改革
大綱にお
ける取組

１
文化財保護審議委員
会開催

文化財保護審議委員
会の開催

維持

今後の取組み方針

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

維持

１
三島囃子保存会補助
金交付

交付団体数 維持

維持

維持

１　文化財管理事業

２　補助金交付業務

２
三島囃子保存会補助
金交付

交付金額

市単独事業費補助金 交付金額

３

４

文化財等補助金交付 交付団体数



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

2,489 (2,188)

2,265 (1,856)

1,351 (1,351)

1,351 (1,351)

146 (146)

146 (146)

1,161 (1,161)

1,161 (1,161)

２　文化財保護事業費補助金
(01.10.06.04.020.88.19.55)

削減 　

２　三島囃子保存会補助金
(01.10.06.04.020.88.19.51)

維持

２　国指定重要文化財等防災事業費補助金

(01.10.06.04.020.86.19.53)
削減 　

１　文化財管理事業
(01.10.06.04.020.17)

維持

全史協大会における随
行職員が必要なくなっ
たため、旅費が減額と
なった。

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅲ-６-４０-（１）郷土資源の保護・継承

H32歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円）



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅲ-６-４０-（２）文化財の保護・保存及び活用

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

･引き続き、開発事業等に伴う事前の埋蔵文化財発掘調査を実施し、遺跡の保護・保存・活用に努めるが、調査員１名による調査量の限界に近づい
ている。調査員の高齢化も顕著であるため埋蔵文化財系の学芸員補充が急務である。平成28年度に発掘調査報告書を刊行する。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

事務の効率化は限界に達しているため新規の学芸員（埋蔵文化財系）の採用が不可避である。
・平成25・26年度調査分の発掘調査報告書を刊行する。
・向山古墳群、三島の文化財に関するリーフレットを2冊発行する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

・調査件数は減少したが、市内遺跡の大規模開発に伴う調査があったため、実調査日数は例年とおりであった。
・発掘調査報告書発行は予定通り2冊刊行し、さらに向山古墳群に関するリーフレットを刊行した。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

･引き続き、開発事業等に伴う事前の埋蔵文化財発掘調査を実施し、遺跡の保護・保存・活用に努めるが、調査員１名による調査量の限界に近づい
ている。調査員の高齢化も顕著であるため埋蔵文化財系の学芸員補充が急務である。

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 33件 25件 25件 25件 25件

実績 17件

達成状況 達成

目標 2冊 1冊 1冊 1冊 1冊

実績 2冊

達成状況 達成

目標 17,560千円 未定 未定 未定 未定

実績 16,660千円

達成状況 達成

目標 1冊 1冊 1冊 1冊 1冊

実績 1冊

達成状況 達成

目標 40千円 40千円 40千円 40千円 40千円

実績 40千円

達成状況 達成

目標 10千円 10千円 10千円 10千円 10千円

実績 10千円

達成状況 達成

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

２　文化財保護他市
連携負担金事業

２ 市内遺跡整理調査
発掘調査報告書発行
数

維持

個人住宅建設に伴う小規模な確
認調査件数が減少する一方、大
規模宅地開発が増加し対応し

た。

１
市内遺跡発掘調査等
事業

民間開発等に伴う確
認調査件数

維持

２
全国史跡整備市町村
協議会東海地区協議
会負担金

負担金額 維持

１
全国史跡整備市町村
協議会負担金

負担金額 維持

１　市内遺跡調査事
業

３
笹原山中バイパス発
掘・整理調査

国からの委託事業費 維持

４
三島市文化財年報の
作成

文化財年報発行数 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

5,920 (2,170)

5,369 (2,332)

239 (239)

216 (217)

17,560 (0)

16,660 (0)

361 (361)

306 (306)

50 (50)

50 (50)

Ⅲ-６-４０-（２）文化財の保護・保存及び活用

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）

１　市内遺跡発掘調査等事業
(01.10.06.04.020.05)

増大
確認調査件数の減少によ
り借上料が減額となった。

行政改革
大綱にお
ける取組

１　笹原山中バイパス発掘・整理調査事業
(01.10.06.04.020.31)

増大
印刷製本費差金により
減額となった。

１　市内遺跡整理調査事業
(01.10.06.04.020.24)

増大
印刷製本費差金により
減額となった。

２　各種団体への負担金
(01.10.06.04.020.83)

維持

１　文化財啓発事業
(01.10.06.04.020.16)

維持
印刷製本費差金により
減額となった。



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅲ-６-４０-（３）文化財の環境整備と活用

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

･史跡山中城跡再整備事業は期間の延長と事業費の増額を文化庁と協議し、事業費の増額と平成30年度の完了に改善された。
・郷土資料館では、歴史民俗資料や消滅の危機にある地域の伝統文化等の資料収集をボランティア等の協力を得ながら継続的に行う体制づくりを
進めるとともに、企画展事業の内容の充実を図りホームページなどを含めた広報活動を通じ市民に紹介していきたい。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

・史跡山中城跡再整備事業は平成30年度末に完了予定とし、予算は103,000千円から140,027千円となり、事業を計画通り効率的に継続する。
・郷土資料館では、郷土資料館ボランティア等の協力を得ながら文化財ボランティアの養成講座を開催し、古文書・石造物の調査へつなげる。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

･向山古墳群、山中城跡、箱根旧街道・平安鎌倉古道の維持管理、山中城跡再整備事業は、ほぼ事業計画通りである。
・郷土資料館では体験型事業の実施、企画展ごとの広報の工夫、楽寿園入園者数の増加や「刀剣乱舞」スタンプラリーのチェックポイントになったこ
と等により大幅な入館者増となった。また、新規事業である文化財ボランティア講座の実施等により教育普及事業の参加者数が増加した。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

･史跡山中城跡再整備事業は、国庫補助金の交付状況にもよるが、平成30年度完了で事業を推進している。
・郷土資料館では郷土教室についてはボランティアとの協働により新規メニューの企画など内容の充実を進めているが、その他の事業や企画展の
充実のために必要な調査・研究についても外部の団体やボランティアの協力を得て進めていくようにする。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 2,151㎡ 2,151㎡ 2,151㎡ 2,151㎡ 2,151㎡

実績 2,151㎡

達成状況 達成

目標 3地点 1地点 1地点 ― ―

実績 3地点

達成状況 達成

目標 207日 207日 207日 207日 207日

実績 219日

達成状況 達成

目標 11回 11回 11回 11回 11回

実績 11回

達成状況 達成

目標 32回 30回 30回 30回 30回

実績 38回

達成状況 達成

目標 308日 313日 308日 313日 308日

実績 308日

達成状況 達成

１　史跡整備管理事
業

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

１
向山古墳群維持管理
事業

管理面積 維持

３　郷土資料館整
備・管理事業

１ 郷土資料館施設開館 開館日数 維持

２　郷土資料館企画
展示事業

１ 講座、講演会の開催 開催回数 維持

２
史跡山中城跡再整備
工事

再整備工事地点数 維持

４
箱根旧街道・推定平安
鎌倉古道清掃

 下草刈り回数 維持

３
史跡山中城跡維持管
理活動

活動日数 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

513 (513)

324 (324)

24,132 (2,766)

24,096 (2,682)

12,565 (12,562)

12,285 (12,282)

5,613 (5,247)

5,591 (5,204)

6,927 (6,527)

6,395 (5,930)

4,610 (4,610)

4,011 (4,011)

618 (618)

618 (618)

Ⅲ-６-４０-（３）文化財の環境整備と活用

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）

１　向山古墳群維持管理事業
(01.10.06.04.020.19)

維持
契約差金により減額と
なった。

行政改革
大綱にお
ける取組

１　箱根旧街道・推定平安鎌倉古道管理事
業(01.10.06.04.020.20)

維持

１　史跡山中城跡再整備事業
(01.10.06.04.020.02)

削減

２　郷土資料館企画展示事業
(01.10.06.06.020.02)

維持

１　史跡山中城跡維持管理事業
(01.10.06.04.020.18)

維持
契約差金により減額と
なった。

３　各種団体への負担金
(01.10.06.06.020.83)

増大

３　郷土資料館管理運営事業
(01.10.06.06.020.06)

維持



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

文化財管理事
業

・松並木ボラ
ンティア清掃

・松並木ボラ
ンティア清掃

・松並木ボラ
ンティア清掃

・松並木ボラ
ンティア清掃

・松並木ボラ
ンティア清掃

・松並木ボラ
ンティア清掃

467H

補助金交付業
務

・三島囃子
保存会補助
金交付

 

 
467H

市内遺跡調査
事業

1401H 5603H

従事見込時間数
9月 10月 11月 12月

平成28年度　スケジュール表 所属部 教育推進部 所属課 文化振興課

4月 5月 6月 3月

０５５－９８３－２６７２

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ４０　郷土資源の継承と文化財の保全<郷土資源・文化財>

６　学びと文化を育むまち

その他職員数 8人
（内線６３８５）

1月 2月事業名 7月 8月

正職員数 13人

補助事業実施 

補助事業実施 

・市内遺跡確認調査等事業交付決定 

事業実施 

・発掘調査報告書作成 

・笹原山中バイパス発掘調査委託契約 

・受託事業実施 

・原稿執筆 

・文化財年報作成 

原稿執筆 

・文化財年報発刊 

・発掘調査報告書発刊 

 ・全国史跡 ・全史協役 ・全史協大 ・全史協臨

・第１回 
文化財保護
審議委員会
開催 

・第２回 
文化財保護
審議委員会

・文化財保
護審議委員
会視察 

補助事業実施 

・市指定文化

財補助金交

付決定 

・国指定重要文化

財等防災事業費

補助金交付 



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

従事見込時間数
9月 10月 11月 12月

平成28年度　スケジュール表 所属部 教育推進部 所属課 文化振興課

4月 5月 6月 3月

０５５－９８３－２６７２

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ４０　郷土資源の継承と文化財の保全<郷土資源・文化財>

６　学びと文化を育むまち

その他職員数 8人
（内線６３８５）

1月 2月事業名 7月 8月

正職員数 13人

文化財保護
他市連携負担
金事業

　 747H

史跡整備管理
事業

2615H

郷土教室
5/5.15

郷土教室
6/11.25

郷土教室
7/24.30

郷土教室
8/4.10.20

郷土教室
9/4.11

郷土教室
10/22.29

郷土教室
11/19.26

郷土教室
12/10

郷土教室
1/21

郷土教室
2/18.23

郷土教室
3/11

ふるさと講座
「ジオパーク
探訪⑤」

資料館だより ふるさと講座「頼
朝ゆかりの地巡り
①三島編ウォー
キングツアー」

収蔵庫等燻蒸

ふるさと講座「頼
朝ゆかりの地巡り
②函南・伊豆の国
編バスツアー」

企画展関連
講演会「駿
東・北伊豆の
戦国時代」

資料館だより 研究報告発
行
資料館だより

6167H 1868H
郷土資料館企
画展示事業

 ・全国史跡
整備市町村
協議会負担
金支出 

・全史協役
員会 

・全史協
担当部課
長会議 

・全史協大
会及び役員
会 

・全史協臨
時大会及び
役員会 

・全史協東
海地区研修
会 

・第９回富士

山世界文化

遺産協議会 

・全国史跡
整備市町村
協議会東海
地区協議会

・全史協
東海地
区総会

・第11回富士山
世界文化遺産
作業部会 

・第12回富
士山世界文
化遺産作業
部会 

・全史協東
海地区担当
課長会議 
 

企画展「三島宿と三嶋暦」 

4/28～7/3 
企画展「源頼朝と伊豆」 
7/16～9/22 

企画展「三四呂人形展」 

2/4～5/21 

3市博物館共同企画展 

「駿東・北伊豆の戦国時代」 

10/15～1/22 

入札・発注 
・史跡山中城
跡維持管理
業務委託 

整備工事 

・史跡山中城
跡再整備工事 

・第10回富士

山世界文化遺

産協議会 

文化財ボランティア講座 
文化財ボランティア活動 



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

従事見込時間数
9月 10月 11月 12月

平成28年度　スケジュール表 所属部 教育推進部 所属課 文化振興課

4月 5月 6月 3月

０５５－９８３－２６７２

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ４０　郷土資源の継承と文化財の保全<郷土資源・文化財>

６　学びと文化を育むまち

その他職員数 8人
（内線６３８５）

1月 2月事業名 7月 8月

正職員数 13人

施設維持管理

郷土資料館
運営協議会

郷土資料館
運営協議会
視察

郷土資料館
運営協議会

3173H 0H
郷土資料館管
理運営事業


